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対照選択の留意点（２）

症例が由来したのと同じコホートから選ぶ
のが原則。

地域がん登録によるがん患者を症例とした
ら、その地域全体から対照を選ぶ（住民台
帳、電話帳の利用）。

ある病院のがん患者を症例とした場合、観
察対象集団は「がんに罹患したらこの病院
を受診するであろう人たち」全体から対照
を選ぶ。
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サリドマイド事件
（1961年 Lentz）

A
薬剤服用

あり
薬剤服用

なし
合計

症状あり ９０ ２２ １１２

症状なし ２ １８６ １８８

B
症状あり 症状なし

薬剤服用
あり

９０ ２

薬剤服用
なし

２２ １８６

１１２ １８８

Case の曝露オッズ (９０／２２) 

Controlの曝露オッズ (２／１８６) 

オッズ比 ＝ (９０／２２) ／ (２／１８６) 

＝（９０×１８６）／（２２×２）＝３８０．５
（９５％CI： ８７．５～１６５３．４）
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2×2表(2 by 2 Table)、
分割表(contingency table)

A
薬剤服用

あり
薬剤服用

なし
合計

症状あり ９０ ２２ １１２

症状なし ２ １８６ １８８

B
症状あり 症状なし

薬剤服用あり ９０ ２

薬剤服用なし ２２ １８６

１１２ １８８

原因（要因、exposure, predictor)

と 結果（disease, outcome）のど
ちらを縦・横に書くか？

教科書によって意見が割れている。

A: Rothman、Dictionary of 

Epidemiology、公衆衛生マニュアル、
市民のための疫学、など

B: MacMahon, Hulley, 

Fletcher,EBM、新しい疫学、NEW予
防医学・公衆衛生学、疫学入門演習

・・・どちらでも構わないが、Bを
推奨（コホート研究の2×2表と比較
する際に分かりやすい）
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症例対照研究の成果と展開
SＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策

国内、H8-9のSIDS837例を対象とした症例･対照研究

「うつ伏せ」は「仰向け」に比して約 3.0倍、「人工栄

養」は「母乳栄養」に比して約 4.8倍、「父母共に習慣的

喫煙あり」は「父母共に習慣的喫煙なし」に比して約 4.7

倍（オッズ比）リスクが高い

乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間の開始・・・

厚生労働省と各自治体は、11月を乳幼児突然死症候群

（SIDS）対策強化月間として指定（Ｈ12～）
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